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〈書

ii'I' 
R
・パ

l
ト

ル

ズ

「マ

i
'ケ
テ
ィ
ン
グ
思
組
の
発
展
」

同

c
σ
2仲
間

E
2宮
、
吋
『

σ

ロ
σ
〈己
O
H
V

日
。
ロ
件
。
同

〕

r
H
m
w
H
7
0汁
H
口
問
、
H
，F
O
口問
7

件、一戸市
W
A
凶
凶

情

本

界'U

あ

ら

ま

し

戦
後
、
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
利
学
士
り
う
る
か
?
」
と
い
う
一
論
を

「

ジ

ヤ

ナ

ル

オ

グ

マ

l
ケ
テ
ィ
Y

グ
L

誌
に
発
表
し
(
一
九
冗
一

斗
一
月
〉
、
マ

l
う
テ
イ
ン
ク
論
の
反
射
に
一
石
を
投
じ
に
パ
ー
ト
ル
ズ

は
、
既
に
当
時
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
担
の
発
展
の
研
究
に
山
手
し

て
い
た
。
例
え
ば
五
一
年
七
月
の
同
誌
J
に
発
表
さ
れ
た
論
文
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
思
想
り
発
展
へ
の
諸
影
響
」
は
、
そ
の
研
究
の
一
端
で
あ
る
G

そ
れ
か
ら
J
l
年
余
a

こ
こ
に
本
書
役
迎
え
た
。
一
読
し
て
、
桓
め
て
重
厚

な
年
期
の
入
っ
た
研
究
で
あ
る
こ
と
は
一
台
定
で
き
な
い
。
日
刊
刊
に
、
本
書

は
、
マ

l
ケ
テ
ィ
ー
ン
グ
論
史
の
研
究
に
と
っ
て
、
仕
界
で
始
め
て
見
ら
れ

た
包
括
的
た
研
究
と
許
き
れ
て
も
失
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

主
同
の
課
題
は
、
「
一
九

c
o
fか
ら
一
九
六

Oノム
T

ま
で
の
マ

1
ケ
テ

ィ
ソ
グ
の
発
展
を
追
求
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
問
、
七

0
0間
決
下

" 計

H

J

}

ル
ズ
「
『

1
ケ
ヲ
イ
ン
グ
思
犯
の
発
問
山
」

ら
な
い
と
い
う
移
し
い
マ
ケ
テ
ィ
Y
グ
の
文
献
の
う
ち
主
要
な
著
書
を

摘
め
て
丹
念
に
渉
猟
し
、
そ
の
要
点
や
特
徴
を
内
在
的
に
紹
介
し
、
適
宜
、

歴
史
的
な
許
価
を
あ
た
え
ζ

い
る
。

本
書
の
析
成
は
、
大
き
く
わ
け
て
一
一
一
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。
第
一
章

か
ら
三
章
ま
で
は
、
総
論
的
部
分
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
甲
山
組
に
つ
い
て

の
円

1
ト
ル
ズ
の
考
え
方
が
一
市
き
れ
て
い
る
白
次
に
、
約
凶
』
早
か
ら
却
十

責
ま
で
は
、
各
市
川
的
部
分
で
あ
り
本
論
で
も
あ
る
。
約
四
章
広
告
、
五

章
信
用
、
六
宇
セ
ー
ル
ス
マ
ン
ジ
ゲ
プ
お
よ
び
販
売
管
辺
、
七
草

市
場
調
査
、
八
章
小
売
、
九
軍
制
、
十
埠
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
一
般

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
発
展
が
照
史
的
に
朕
閲
さ
れ
て
い
る
a

最
後
の
、

二
つ
の
章
は
総
括
的
部
分
で
あ
り
、
信
十
一
章
「
悶
辿
訪
科
学
か
ら
の

荷
慨
念
で
は
、
経
済
学
、
心
山
学
、
社
会
学
、
経
間
午
な
ど
の
諸
科
学

と
マ
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
の
悶
係
が
、
部
十
二
章
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思

起
の
成
熟
」
で
は
、
マ

1
ケ
テ
ィ
γ
グ
思
想
の
性
質
や
、
最
近
の
諸
概
念
、

今
後
の
諸
問
題
な
ど
が
列
挙
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

全
体
を
通
じ
て
、
叙
述
が
資
料
内
在
的
で
あ
り
、
そ
の
要
点
も
集
約
的

E
い
う
よ
り
は
列
挙
的
縦
列
的
で
あ
る
の
で
、
知
か
い
紙
仰
で
全
体

ιゎ

h
L
っ
て
制
介
し
、
前
許
す
る
こ
2
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
以
寸
、
紘
一
一
章

ま
で
の
総
論
的
部
分
に
お
い
て
、
マ
ー
ウ
テ
ィ
ン
グ
思
想
に
対
す
る
円

l

ト
ル
ズ
の
考
え
方
を
料
介
L
、
本
論
的
部
分
で
は
、
「

7
1
ケ
テ
ィ
y
グ

一
般
」
の
発
展
ぞ
中
心
に
制
作
介
L
、
最
後
に
若
干
の
論
評
を
加
え
て
お
く

こ
と
に
し
た
い
。

第
九
十
一
一
一
巻

'̂  
暗

号

ーヒ

士二



書
詐

R
・
パ

l

ト
ル
ズ
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
忠
州
閣
の
先
日
出

7
1
ケ
テ
ィ
ソ
グ

ω意
義

先
ず
、
第
一
章
「
マ
ケ
テ
ィ

γ
グ
D
意
高
」
に
お
い
て
は
、
冒
頭
に
、

「マ

l
ケ
テ
ィ
ソ
グ
O
発
肢
は
珠
抵
り
所
廷
で
あ
る
。
」
と
述
べ
「
環
民

が
マ

l
ケ
テ
ィ

γ
グ
思
起
を
崖
み
叫
L
t
e」
(
一
ペ
ー
ジ
)
と
規
一
正
L
C

い
る
u

し
か
し
、
バ

l
ト
ル
メ
の
い
う
環
拡
は
「
工
業
生
監
り
拡
大
」

「
発
出
」
「
人
口
教
宵
個
人
所
得
の
増
十
人
」
「
新
し
い
拡
大
す
る
巾

場
」
等
々
を
簡
単
に
列
挙
す
φ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
ψ

マ
[
ケ
一
ア
ィ
ン
グ

自
主
場
と
発
展
と
を
規
定
す
る
基
本
的
安
凶
が
、
資
本
主
義
の
歴
史
的
発

展
法
刷
会
の
も
り
に
あ
ゐ
と
い
う
出
鮮
は
み

b
れ
な
い
。
次
に
、
マ
ケ

テ
ィ
ン
グ
凶
山
村
山
の
根
件
仏
桜
山
替
を
め
た
え
ゐ
若
干
の
要
因
を
分
杭
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
u

第
一
に
、
マ
ケ
テ
ィ
ン
グ
忠
起
は
、
新
し
い
概
命
が

古
い
概
念
仏
挑
戦
し
、
そ
れ
を
吟
味
し
再
点
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展

し
て
き
た
己
と
。
第
二
に
、
マ
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
想
白
評
価
は
、
最
近
に

お
い
て
は
学
料
。
大
変
革
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
た
乙
と
、
第
三
に
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
自
体
的
概
訟
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
以
前
は

も
っ
ぱ
ら
技
術
的
な
ビ
ジ
不
可
ハ
活
劫
で
あ
り
経
済
的
出
動
で
あ
る
と
み
ら

れ
て
き
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
‘
故
近
は
、
朴
会
的
出
劫
で
あ
り
、
制
度

で
あ
る
と
広
く
評
価
さ
れ
る
己
主

ιよ
っ
て
進
歩
し
て
き
た
こ
と
ω

そ
の

結
果
他
の
社
会
諸
科
学
か
ら
概
A
也
、
+
刀
法
に
つ
い
て
数
多
く
の
寄
与
を
受

け
て
い
る
こ
と
u

以
上
白
三
つ
が
指
揃
さ
れ
て
い
る
ω

パ
ー
ト
ル
ズ
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
広
く

m併
す
る
こ

ιを
強
調

L
.

「
単
な
る
ビ
ジ
ネ

前
九
十
一
一
一
巻

イじ
山

t高

七
回

久
括
動
以
上
の
も
の
」
で
ゐ
り
、
「
経
済
的
制
度
」
と
い
う
よ
り
は
む
し

ろ
「
社
会
的
制
度
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
う
つ
社
会
科
学
と
り
関
係
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
(
三
ベ
ジ
)
こ
り
よ
う
に
パ
ト

ル
ズ
が
社
会
諸
科
学
を
重
視
し
て
い
る
乙
と
は
、
戦
後
の
マ
不
イ
ジ
り
ア

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
、
オ
ル
〆
ソ
ン
や
ハ
ワ

l
ド
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
行
動
科
学
の
影
響
を
受
け
た
り
、
さ
ら
に
ダ
ッ
プ
イ
や
レ

ヴ
ず
ン
な
ど
り
よ
う
に
制
度
学
派
か
ら
の
挺
取
や
影
響
が
大
き
い
之
い
う

ア
メ
り
カ
の
戦
後
の
思
潮
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
い
出
わ
れ
る
@

最
後
に
、
人
類
の
発
展
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及

し
、
「
如
何
に
」
マ
ケ
テ
ィ
シ
グ
が
発
展
し
た
か
の
分
析
と
同
じ
よ
う

に
、
「
何
故
に
」
の
問
題
に
つ
い
て
の
推
論
が
一
車
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
そ
の
社
央
の
発
展
の
「
困
果
論
的
併
釈
」
に
つ
し
て
は
多
く
の
観
点
が

あ
る
が
、
中
で
も
経
済
的
決
定
論
が
最
も
親
し
み
ゃ
す
い
と
い
う
。
そ
の

経
済
的
決
定
論
で
は
‘
「
経
済
的
発
展
の
自
然
世
点
目
」
に
お
い
て
、
社
会

は
、
掠
事
的
、
狩
猟
的
、
牧
畜
的
、
最
耕
的
、
手
工
業
的
、
製
造
工
業
的
、

マ
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
発
展
段
階
を
通
じ
て
社
告
が
進
歩
す
る
と
さ
れ
て
い

る
(
丸
、

l
ジ
)

D

モ
の
ほ
か
、
唯
心
論
的
決
定
論
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た

る
後
、
「
マ
ー
ク
テ
ィ
ン
グ
の
到
来
が
何
ら
か
の
意
味
を
も
っ
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
ま
さ
に
取
引
か
売
子
利
誌
の
支
配
か
ら
買
手
又
は
消
費
者
の
利
益

の
削
臆
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
」
(
一

0
ペ
ー
ジ
)
も
の
E
あ

り
、
歴
史
官
通
じ
て
、
十
九
世
紀
と
い
え
ど
も
商
業
や
取
引
が
卑
し
い
実

践
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
守
、
マ
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
新
し
い
概
念
が
、
二



つ
の
要
凶
主
導
き
人
れ
た
と
述
べ
て
い
る
d

す
江
わ
ち
、
第
一
に
官
辿

μ

料
学
的
性
持
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
第
一
一
に
、
サ
グ
イ
ス
結
仰
が
亘
喪

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
二
つ
を
川
崎
君
入
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

T
l
ケ一
7
ィ

γ
グ
思
必
に
関
連
す
る
諮
問
論

第
二
芋
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
想
に
関
連
す
る
初
期
の
諸
世
論
」
に

お
い
て
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
成
立
の
基
慌
に
な
っ
た
諸
山
諭
が
考
察
さ

れ
て
い
る
。
本
章
は
理
論
的
に
も
興
味
あ
り
、
精
彩
あ
る
部
分
で
あ
る
。

以
下
、
主
な
論
点
を
貯
干
一
市
す
ー
と
。

第
一
。
「
市
場
」
に
お
い
て
は
、
供
給
が
品
安
を
創
造
す
る
主
い
う
供

給
中
心
の
考
え
方
か
ら
、
需
要
中
心
の
考
え
方
に
移
り
、
さ
ら
に
需
巣
は

購
買
力
の
み
な
ら
ず
欲
望
に
よ
っ
て
も
増
夫
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

と
と
コ
価
格
が
生
産
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
白
典
一
咋
理
論
か
ら
、

価
倍
は
生
産
過
程
で
は
な
く
、
市
場
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
ν

ま
た
側
協
の
引
力
性
に
つ
い
て
の
理
論
か

シ
エ
グ
オ
ン
ズ
や
マ
シ
ヤ
ル
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
日

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
一
一
。
「
価
値
り
意
味
」
で
は
、
価
航
論
は
古
典
派
で
は
、
有
形
財
の

価
値
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
が
、
モ
の
後
「
成
長
す
る
配
給
活
動
」
を
正

当
牝
す
る
た
め
に
「
何
値
の
新
し
い
慨
念
」
す
な
わ
ち
効
用
概
念
が
弦
場

L
t
こ
之
。
さ
ら
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
者
位
「
時
間
的
効
用
」
「
場
所

的
効
用
」
「
所
有
的
効
用
」
の
三
つ
の
概
念
を
区
別
し
た
こ
と
、
経
済
学

書
評

R
・バ

l
ト
ル
ズ
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
想
的
一
発
同
」

者
は
、
使
府
価
値
と
交
品
川
値
吉
区
別
し
た
が
、
そ
の
後
効
則
概
念
に

「
発
展
」
し
た
使
用
価
値
概
念
は
戸
市
安
打
動
を
一
説
明
す
る
た
め
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ロ

第一一一
ω

「
生
虚
」
に
お
い
て
は
亘
農
学
派
や
ス
ミ
ス
は
、
中
間
商
人
や

配
給
サ
グ
ィ
ス
日
価
値
を
付
加
す
る
と
み
な
か
っ
た
u

し
か
し
、
マ

ケ
テ
イ
ン
ク
学
者
は
価
値
を
増
加
さ
せ
る
と
し
、
生
産
的
と
解
す
る
よ
う

に
な
っ
た
ω

第
四
。
「
政
府
」
ω

古
典
派
経
済
学
で
は
自
由
故
任
の
思
想
が
み
ら
れ

た
が
、
政
府
は
次
第
に
経
済
に
γ
T
捗
す
ゐ
」
う
に
な
り
、
マ
ク
テ
ィ
ン

グ
学
者
も
政
府
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
企
業
に
あ
た
乞
る
援
闘
を
叙
述
し
た

L
、
ま
た
政
府
が
独
占
を
お
さ
え
、
競
争
を
奨
励
す
る
よ
う
に
ん
ば
っ
た
こ

と
、
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
五
リ
「
哲
学
的
ノ
レ
ィ
ム
目
ヲ
ク
」
巳
ス
ミ
ス
、
リ
カ
ド
、
マ

ー
シ
ャ
ル
り
経
済
学
白
楽
観
的
な
資
本
主
義
制
を
紹
介
し
、
二

O
世
紀
初

頭
の
マ
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
者
は
、
こ
の
楽
制
主
義
の
一
一
般
的
哲
学
で
武
装

し
、
進
歩
の
ア
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
市
場
に
山
お
け
る
白
由
競
争
の
確
信
、
市
場

に
い
品
付
る
消
費
者
の
合
理
的
行
動
な
ど
に
つ
い
て
理
論
武
装
を
し
た
。

第
六
。
「
消
費
者
」
。
一
九
世
紀
後
半
に
オ
l
ス
ト
り
l
学
派
や
限
界

分
析
が
消
費
者
を
経
済
坦
論
。
小
に
導
入
し
て
き
た
。
そ
の
当
時
つ
く
ら

れ
た
限
界
効
用
、
機
会
党
用
、
主
観
的
及
び
存
続
的
価
値
、
忍
耐
、
快
楽

主
義
、
限
界
的
人
間
な
ど
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
徒
が
新
し
い
領
域
の

研
究
官
開
始
す
る
と
き
に
利
用
で
き
た
用
具
で
あ
っ
た
。

第
九
十
三
巻

ーじ
ヱ工

第

号

七
五



所平

R
-
パ

t
ト
ル
ズ
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
相
仙
の
発
民
」

約
七
。
「
討
会
的
技
術
的
変
化
」
に
お
い
て
バ
l
ト
ル
ズ
は
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
珂
論
の
経
済
的
何
景
に
言
及
し
て
い
る
。
新
し
い
技
術
が
発
達

す
る
と
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
技
術
的
専
門
家
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
@

そ
れ
は
、
日
取
初
に
生
直
過
裂
に
お
け
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
い
う
山
県
刊
t
忍
を
生

み
、
一
八
八

O
年
頃
か
ら
む
・

W

テ
イ
ラ
ー
の
科
学
的
背
叫
訟
を
鮎
突

さ
せ
た
。
発
肢
は
生
産
の
問
題
か
ら
さ
ら
に
配
給
の
問
問
に
移
り
、
第
一

の
古
典
一
配
経
済
宇
者
、
第
一
一
の
テ
イ
ラ
ー
仕
ど
の
評
科
技
師
に
つ
ぐ
「
約

三
の
タ
イ
フ
の
経
済
学
品
」
、
す
な
わ
ち
マ
ケ
デ
ィ
ン
グ
の
学
徒
や
実

際
家
主
舟
場
さ
せ
た
。
こ
の
一
マ

l
ケ
テ

f
y
グ
珂
論
を
孜
場
せ
し
め
た
要

肉
は
、

(
1
〉
山
場
円
規
棋
の
広
大
“

(
2
〕
A

九
世
紀
後
半
に
析
し
い

生
産
条
件
が
な
場
す
る
と
主
に
よ
っ
て
、
未
知
の
市
場
に
対
す
る
生
舟
が

拍
こ
な
わ
れ
は
じ
め
た
こ
主
ω

〈3
〉
一
掃
裂
は
供
給
に
よ
っ
て
組
定
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
信
用
の
膨
脹
や
個
人
的
消
費
の
増
大
に
よ
っ
て
大
き
く

成
長
し
た
こ
主
U

〈
4
〕
中
間
前
人
が
一
九

0
0年
頃
か
ら
次
的
に
分
化

し
、
そ
わ
迄
E
は
胤
〈
っ
て
、
平
山
県
な
機
能
を
果
し
は
じ
め
た
こ
と
。

(
b
〉

梓
亡
の
取
引
は
市
場
が
小
さ
く
帥
方
的
で
あ
っ
允
た
め
に
売
手
之
買
手
が

相
互
に
押
俳

L
、
七
川
相
し
て
い
た
が
、
市
場
の
肱
大
は
先
手
の
無
責
任
や

新
し
い
配
給
サ
i
ヴ
ィ
ス
の
評
何
、
買
干
は
用
心
す
ぺ
し
の
態
度
な
ど
を

生
み
出
し
、
市
場
が
本
当
に
必
要
と
す
る
も
の
が
生
産
者
に
と
っ
て
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
き
た
こ
之
竿
ん
で
あ
り
、
そ
れ
ち
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学

徒
に
新
し
い
問
問
を
提
起
し
た
。

(
6
〕

Jι
独
l
H
に
対
し
て
、
政
府
が

統
制
し
は
じ
め
、
一
八
九

C
年
に
一
四
川
で
独
山
禁
止
訟
を
つ
く
っ
た
c

第
九
十
三
巻

tュ
/、

E
八

第
一
号

以
上
ぃ
ハ
ワ
の
荷
車
一
因
が
マ
ケ
テ
ィ
Y

グ
の
時
場
を
規
定
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
〈
ニ
の
一
ベ
ー
タ
以
下
)
。
し
か
し
、
パ
ト
ル
ズ
の
分
析
は
請

吏
悶
の
列
挙
に
と
ど
ま
り
マ

l
ヶ一フ
f

ン
グ
と
の
内
的
関
述
の
分
析
が
弱

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

マ
l
ケ
テ
ィ

γ
F
思
想

ω詩
側
川

次
に
第
三
宇
一
マ

1
ケ
テ
ィ

γ
グ
思
想
の
州
諸
」
υ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
思
想
は
、
主
と
し
て
大
字
の
引
先
告
に
よ
り
、
一
九

C
O

一
O
年
頃

の
ヰ
一
な
大
学
の
論
議
を
通
じ
て
逸
脱
L
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
L

に
い
う
百
葉

も
こ
の
頃
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
コ
て
き
た
こ
と
が
資
料
全
使
っ
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
特
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
的
影
響
山
中
心
に
な
っ
た
大
学

は
、
ナ
イ
ス
ト
ロ
ム
辛
コ
ン
ヴ
ァ
ス
の
出
た
ワ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
で

あ
り
、
実
際
的
方
而
の
発
肢
の
中
心
は
、
チ
ェ
リ
ン
グ
ト
ン
、
シ
ヨ
、

コ
l
プ
ア
ン
ド
な
ど
が
出
た
ハ
ハ

l
ド
大
学
で
あ
っ
た
。
き
た
、
マ

l

ケ
テ
ィ

γ
グ
の
統
什
や
マ
ー
ク
テ
ィ
ソ
グ
一
般
の
発
展
に
影
響
の
強
か
っ

た
大
学
は
、
オ
ハ
イ
オ
、
イ
り
ノ
イ
ス
、
ノ
l
λ

・
ウ
ェ

λ

タ
ン
の
中
副

部
の
大
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
ニ
ュ
ヨ

l
ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、

ニ
ユ
ヨ
一

1
ク
大
学
も
制
度
的
分
析
に
貢
献
し
た
と
指
摘
す
る
ω

以
上

。
パ
ト
ル
パ
の
評
価
は
P
D
・
コ
ン
グ
ァ
!
凡
(
口
o
d
乙
。
官

H=己

。
H

F
山
[
戸
町

O
Eロ
四
叶
げ
ぬ

0
1予
戸
口
ご
の
E
Z
H
m
Z
H
明
可
⑦
】
日
旬
。
DAUHd〈
⑦
切
に
戸

HrHmFI

吋

W
Z
H
ロ
ペ
一
同
国
己
)
に
〈
ら
ベ
ビ
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
貢
献
を
重
視
し
実
際

界
の
貰
献
に
刻
す
る
一
許
制
守
か
弱
い
よ
う
で
あ
る
。



木
章
の
後
半
で
は
、
マ

l
ケ
一
フ
ィ

γ
グ
出
必
の
分
析
を
H
こ
な
い
、
そ

の
思
想
の
詰
側
出
空
ハ
つ
に
分
け
て
い
る
。
一
、
構
造
的
側
面
目
マ
ケ

テ
ィ
シ
グ
の
構
造
は
、
概
念
的
に
は
、
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
制
度
的
ア

フ
ロ
チ
、
商
品
的
ア
プ
ロ
チ
に
分
か
れ
る
。
ま
た
マ

l
ケ
ア
ィ
シ
グ

思
盟
は
広
告
、
〕
巳

l
ル
ス
マ
ン
ジ
ヅ
プ
、
版
売
管
理
、
信
川
、
市
場
調
査
、

加
、
小
売
マ
ケ
一
ノ
イ
ジ
グ
一
般
と
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
わ
か
れ
て
発

展
し
た
思
想
か
ら
成
J

止
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
内
容
を
般
的
な
も

の
と
特
殊
的
な
も
の
、
初
歩
的
な
も
り
と
進
ん
だ
も
の
、
州
正
論
的
な
も
の

と
実
際
的
な
も
の
、
伝
統
的
な
も
の
と
正
統
的
な
も
り
と
に
も
分
け
ら
れ

る
ω

二
、
知
的
側
面
u

い
ろ
い
み
な
材
料
か
ら
概
念
化
が
お
こ
な
わ
れ
、

科
学
的
原
却
の
盟
京
を
合
ん
で
き
た
、
一
般
化
と
統
合
化
の
水
半
が
一
両
い

も
心
が
知
的
側
山
で
あ
る
υ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
行
劫
の
簡
単
な
ル
ー
ル

の
叙
述
か
ら
、
亨

l
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
慨
念
、
国
的
、
武
任
に
つ
い
て
の
あ

る
前
提
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
「
理
一
諭
」
に
接
近
し
、

J4T派
H

ゃ
「
坦

論
」
が
生
じ
、
そ
の
川
正
論
も
次
第
に
分
化
し
℃
き
た
の
で
あ
る
。
一
二
、
時

間
的
側
面
】
こ
れ
は
昨
史
的
発
民
の
こ
と
。
問
、
空
間
的
側
面
。
例
え
ば

中
間
部
で
は
決
議
生
産
物
円
、
ニ
ュ

1
ヨ
ク
で
は
大
規
模
小
売
業
の
研

究
が
強
い
と
い
う
よ
う
な
地
域
的
関
心
の
相
進
む
こ
と
。
五
、
諸
科
学
関

連
的
側
面
U

経
済
学
、
心
開
一
学
、
社
会
学
主
ど
の
凶
述
叫
六
、
個
人
的
側

面
。
学
者
の
側
人
的
特
徴
、
家
民
、
学
問
的
訓
練
、
職
菜
経
験
な
ど
の
一
拶

警
な
ど
を
い
う
。

第
四
章
以
下
館
十
章
ま
で
の
木
論
的
江
部
分
心
展
削
に
お
い
て
は
以
い
し

力
門
J
川

R 

ハ
ー
ト
ル
ズ
「
マ
ー
ク
一
ア
ィ
ン
グ
思
却
の
発
展
」

の
沼
側
川
の
う
つ
1

川
目
白
川
側
町
」
に
よ
っ
て
広
缶
、
川
市
川
、
セ
ー
ル
ス

可
ン
シ
y

プ
、
版
f

判
官
型
等
ノ
、
L
分
知
さ
れ
、
各
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
時

間
的
側
山
」
に
し
た
が
っ
て
、
庖
史
的
に
肢
閲
分
析
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。

五

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
一
般
」
の
道
日
比

治
川
章
以
下
の
木
品
川
品
分
で
、
市
も
早
川
ー
な
の
は
第
卜
一
一
一
口
干
の
寸
マ

I

ケ
ア
ィ

γ
グ
般
」
の
発
展
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
六
十
年
間
に
八
一
り
人
白
人
々
に
よ
っ
て
一

O
O
M
に
あ
ま
っ
て

出
版
さ
れ
た
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
一
般
」
の
研
究
発
恨
の
跡
を
、
一
心
年

似
に
、
六
段
階
に
段
陥
回
分
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
謡
と
分
析
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
丸
心
。
年
か
ら

-
O年
ま
で
が
「
発

見
の
時
代
」
、
二
ひ
午
ま
て
が
「
概
念
化
の
時
代
」
、
一
一

J
C押
す
で
が
「
統

合
の
時
代
」
、
大
不
況
に
は
じ
ま
る
二
一
心
年

F
b
山
口
年
ま

εの
時
剥
が

「
発
肢
の
時
代
」
、

H
C可
ま
で
が
、
「
汗
価
の
時
代
」
、
戦
後
の
五
り
年

か
ら
六
心
年
ま
で
が
「
叫
概
念
化
の
時
代
一
で
め
る
と
特
徴
付
付
し
て
い

る
。
以
ド
、
名
時
期
の
作
慨
を
み
る
と
ω

簿
一
、
「
発
見
の
時
代
」
、
一
九

C
C年
か
ら
一
ー
九

-
O年
ま
で
の
大
学
に
お
け
る
マ
ク
テ
ィ
ン
グ
の
主

な
故
師
が
配
給
取
引
に
つ
い
て
の
事
足
を
探
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
そ

の
当
時
の
問
題
に
は
、
商
莱
機
俳
、
組
織
、
川
貨
特
に
政
政
物
の
凶
給
方

法
、
格
制
け
、
販
売
及
び
広
告
が
み
ら
れ
る
。
理
論
は
未
発
起
な
の
で
、

分
配
や
川
界
貿
品
、
商
品
市
場
な
ど
忙
つ
い
に
の
経
済
学
の
則
論
か
ら
川
市

描
九
ト
i
A

六
世

七
七

第
一
日

じ
じ



:竹
百十

R
・バ

1
ト
ル
ズ
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
想
自
発
展
」

り
て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
期
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
用
語
も
発
生
L
た。

節
二
「
概
念
化
の
時
代
」
(
一

0
年
代
三
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
槌

概
念
の
結
晶
化
し
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
産
主
的
成
長
、
卸
小
売
の
力
の

増
大
、
多
く
の
専
刊
品
の
発
場
と
広
告
や
セ
ー
ル
ス
マ

γ
シ
ヅ
ノ
の
刺
戟
、

大
企
業
の
成
長
に
よ
ゐ
伝
統
的
流
通
符
路
の
破
壊
の
み
ら
れ
士
肘
期
で
も

あ
っ
た
。
概
念
の
確
立
は
、

R
・
8

パ
ト
ラ
!
、

A

W

シ
ョ

l
、

L

E

D

H

ウ
エ
ル
ド
、

P

T

チ
ェ
リ
ン
グ
ト
ン
な
ど
に
よ
っ
て

推
進
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
商
品
的
分
析
、
制
度
的
分
析
、
機
能
的
分
析
の

三
一
つ
の
分
析
へ
の
接
近
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

第
一
二
「
統
合
の
時
代
」
(
一

0
年
代
)
。
工
業
と
民
業
の
生
産
は
ピ
ー

ク
に
達
し
、
新
製
品
が
市
場
に
ゆ
め
ら
わ
れ
農
業
生
産
者
の
協
同
組
合
が
政

府
の
奨
励
の
下
で
京
場
し
、
都
市
人
口
が
膨
脹
し
、
卸
、
百
貨
目
、
小
売

チ
エ

l
y
が
発
注
し
た
時
期
で
あ
る
。
各
部
門
の
研
究
で
は
、
広
告
、
と
セ

ー
ル
ス
マ
シ
ツ
ッ
プ
の
本
が
多
く
出
版
さ
れ
た
ほ
か
販
売
管
理
阜
、
信
用
、

卸
商
に
つ
い
て
の
著
書
も
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
。

原
則
阿
古
と
し
て
は
、

p
-
w
-
ア
イ
ヴ
イ
、

P
・
D
・
コ
ン
ヴ
7

1
月、

F

E
・
ク
ラ
ク
な
ど
の
著
作
が
あ
ら
わ
れ
た
と
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
が
簡
潔
に
紹
介
さ
札
、
一
許
師
さ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ

て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
想
が
統
合
さ
れ
、
そ
の
一
般
的
な
骨
粗
が
で
き
た
。

第
四
「
発
展
の
時
代
」
(
三

0
年
代
)
。
大
不
況
の
時
代
に
も
拘
ら
ず
、

ま
た
不
況
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
大
き
い
影
響
を
あ
た
え
た
に
も
拘
ら
ず
、

こ
の
経
済
的
甘
去
に
つ
い
て
言
及
は
全
然
み
ら
れ
な
い
の
は
奇
妙
で
あ
る
。

第
九
十
三
巻

第
一
号

七
ノ1

じ
ノに

L

と
も
あ
れ
こ
り
時
加
は
、
既
に
出
版
き
れ
た
「
原
坦
書
」
が
次
々
主
改
訂

さ
れ
、
大
地
訂
さ
れ
た
の
で
発
肢
の
時
代
L
K

い
わ
れ
て
い
る
。
又
他
方
で

は
叙
述
を
集
約
し
簡
潔
化
し
た
ポ
ピ
ョ
ラ
寺
山
犬
際
向
け
の
著
作
も
あ
ら

わ
れ
た
u

主
土
、

R
・
F
・
プ
ラ
イ
ャ
ー
の
商
品
別
研
究
の
標
準
的
な
著

作、

N
-
H
・
コ
ミ
ザ
シ
の
製
品
の
研
究
も
山
た
。
し
か
し
こ
の
期
で
重
要

な
点
は
一
九
三
八
年
に
C

フ
イ
り
て
プ

V
よ
っ
て
「
消
費
者
」
の
分
析

が
加
え
ら
れ
た
こ
と
、
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
、
社
会
学
、
心
到
学
な
ど

経
済
学
以
外
の
荷
科
学
か
ら
の
段
取
が
お
こ
な
わ
れ
、
新
し
い
接
近
訟
が

試
み
ら
れ
た
手
主
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
書
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
引
会
的

有
効
附
や
一
一
コ
デ
ィ
ル
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
Lr
一
も
注

目
に
仰
す
る
。
さ
ら
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
問
頴
が
数
量
化
芭
れ
、
市
場

調
査
が
極
め
て
重
視
さ
れ
て
き
た
の
も
こ
の
期
で
あ
る
。

第
主
「
再
評
価
の
時
代
」
(
四

0
年
代
)
。
戦
争
に
よ
る
中
断
の
時
代

で
も
あ
っ
た
が
、
戦
後
再
び
前
進
し
た
。
新
L
い
発
展
は
、
マ

l
ケ
テ
ィ

y
グ
に
、
管
聞
の
問
題
が
強
調
さ
れ
、
マ

1
ケ
テ
ィ

Y
グ
活
動
の
計
画
、

調
脊
、

v
T
算
統
制
、
マ
ー
チ
ャ
シ
〆
イ
ジ

γ
グ
が
重
視
さ
れ
て
〈
る
、
と
い

う
特
徴
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
前
費
者
見
地
も
ま

F
ま
ず
強
調

さ
れ
た
。

E
-
A
ν
グ
ザ
ン
の
「
マ
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
(
凶
七
年
刊
)
に

お
い
て
制
度
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
り
な
が
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
「
全
体
I

E
L
て
取
扱
う
努
力
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
九
R
・
5
・
ヴ
ェ
イ
ル
、

E
-

T

・
グ
レ
サ

1
、
R
・
ロ
ヴ
ク
ス
の
「
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
け
る
臨
給
」

(
五
二
作
刊
)
に
よ
っ
て
経
済
常
的
分
析
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
〔
七
九



か
く
し
て
従
来
の
研
究
が
再
詐
佃
さ
れ
、
引
諭
の
科
学
性
が

tw↑
祝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
に
。

第
六
「
再
概
常
化
の
時
代
」
(
五

0
年
代
)
。
前
何
一
時
期
の
努
力
が
縦

続
き
れ
、
他
の
社
合
諸
科
学
か
ら
の
楳
念
的
摂
取
が
お
こ
な
わ
れ
、
マ
ネ

イ
ジ
メ
ン
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
が
強
調
主
れ
た
。
そ
の
理
論
附
成
長
は
、

R
・
コ
サ
タ

λ
ι
w
・
オ
ル
グ
1
ソ
ゾ
編
。
「
マ

l
ケ
テ
ィ

νグ
理
論
し

な
為
論
寸
人
罪
に
一
市
き
れ
て
い
る
。
こ
の
マ
ネ
イ
ジ
メ
シ
ト
ア
プ
ロ
ー
チ

の
う
ち
、
バ
ト
ル
ズ
は
オ
ル
グ
ソ
ン
の
理
論
L

ゲ
詳
し
く
抑
制
介
し
一
刺

戟
的
な
個
性
的
な
聞
論
」
で
あ
る
と
評
価
L
、
E
・
U
ケ
リ

l
k
w
-
レ

イ
ザ

1
絹
の
「
マ
ネ
イ
ジ
リ
ア
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
は
「
な
か
ば
統

合
さ
れ
た
。
L

別
措
的
思
考
J
F
一
刺
戟
す
石
論
文
」
タ
提
供
し
た
し
乙
い
う
。

六
0
年
代
に
入
っ
て
は
、
余
り
紅
艮
は
み
ら
れ
な
か
っ
が
、

T
-
マ
ッ
カ

1Nγ

町
一
「
京
礎
的

7
1
ケ
テ
ヅ
ン
グ
」
と
、

R

H

パ
ス
カ
l
グ
の

「
マ
ク
テ
ィ
ン
グ
原
田
明
」
が
簡
単

r紹
介
す
る
に
1

乙
ど
め
て
い
る
@
こ

の
同
期
は
、
経
常
者
の
煮
思
決
定
」
「
マ
!
ケ
7
ィ
γ
グ
の
社
会
的
側

而
」
「
民
的
分
析
」
「
他
心
社
会
諸
科
学
か
ら
の
間
取
」
の
強
調
さ
れ
た

町
代
で
あ
る
と
一
許
し
て
い
る
。

以
J
の
「
マ

1
ケ
テ
ィ
シ
グ
一
般
」
の
発
展
の
章
と
正
も
に
、
第
六
草
の

「
セ
ル
ス
マ
ン
ジ
ザ
プ
左
販
売
管
理
」
も
重
要
な
草
で
あ
る
u

こ
の
問

題
に
つ
し
て
は
近
世
紀
初
頭
か
ら

J
C
O人
以
上
白
人
々
に
よ
っ
て
薪
書

が
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
貢
献
は
、
要
す
る
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
技
術
的
な
棺
率
の
附
大
と
、
機
能
的
菅
川
町
内
一
概
念
を
拡
大
し
た
こ
と
に

(
ー
ジ
)
。

J押

われ・ハ

I

ト
ル
ズ
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
相
山
の
禿
民
」

あ
る
と
す
る
(
八
一
力
ベ

t
ジ
)

n

パ
ー
ト
ル
ズ
は
、
セ
ー
ル
λ

マ
Y

V

ッ

プ
の
発
展
が
、
、
午
一
倒
的
、
経
験
的
た
勘
か
ら
、
拝
観
的
、
科
学
的
服
士
見
へ

之
、
所
外
で
の
訪
問
販
売
か
ら
町
頭
即
売
へ
と
進
ん
だ
と
と
、
ま
た
セ
ー

ル
ス
主
な
ら
ん
で
ヒ
ー
ル
ス
マ

γ
の
管
聞
や
版
持
組
織
の
研
究
も
発
展
し

た
と
L
ζ

令
指
摘
L
て
い
る
。
一
九
五
円
介
後
、
販
売
管
理
は
マ
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
に
発
展
し
、
そ
れ
は
、
?
ッ
プ
・
マ
ネ
イ
ジ
メ

γ
ト
町
政
策
策
定
に
も
責
任
か
も
ち
‘
マ

1
ケ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
か

引
回
す
る
た
め
の
ヲ
イ
ソ
組
織
に
も
宜
任
苛
も
つ

t
う
に
な
っ
た
(
九
九

べ

1
P
V

最
近
の
研
究
の
う
ち
、
パ
!
ト
ペ
ス
は
、

I
・
A

A

ワ
ー

ド
の
「
守

l
ケ
テ
ィ
シ
グ
・
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
」
ハ
豆
七
年
刊
)
日
ラ

ゾ
!
と
A

コ
i
ピ
γ
の
「
マ

l
ケ
テ
ィ

γ
グ

rお
け
る
管
珂
」
(
六
一

年
同
)
安
照
売
管
理
円
発
展
の
一
環
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
む
し
ろ
、
マ
ー
ク
テ
ィ
ン
グ
一
般
に
含
め
る
べ
台
著
作
正
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ま
た
F

M

パ
ス
そ
の
他
の
「
マ
ケ
テ
ィ
シ
グ
に
お
け
る

数
学
的
モ
デ
ル

k
方
法
」
(
一
八
」
年
刊
)
も
抗
八
章
で
「
市
場
調
禿
」
の

発
展
の
一
端
と

L
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
ロ
こ
の
本
も
供
〈
評
価
L
す
ぎ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

L
か
し
、
と
の
よ
う
に
、
マ

l
ケ
テ
ィ

γ
グ
一
般

と
、
各
専
門
分
野
と
の
組
域
が
崩
れ
、
従
来
の
概
念
で
処
理
し
き
れ
な
く

な
っ
任
と
こ
る
に
最
近
の
合
体
的
、
統
合
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
の

執
徴
が
惨
み
山
山
て
い
い
る
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

m九
寸
一
巻

第
一
号

一七
プL

じ
ブし
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lit' 

R
・
パ
ト
ル
ズ
「
マ
ー
ク
テ
ィ
ソ
グ
思
想
内
発
日
間
」

~ ，、

将
来
の
発
展
へ

ω
市
唆

故
後
の
一
一
宇
で
、
全
体
の
「
総
括
」
が
あ
士
え
ら
れ

τい
る
、
し
か
し

何
れ
も
叙
述
的
列
学
的
な
の
で
、
そ
の
立
ち
入
っ
た
紹
介
は
紙
胴
上
割

愛
さ
れ
ね
ば
な

b
k
い
J

た
い
に
、
パ

l
l
ル
ズ
が
、
今
後
目
新
し
い
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
川
U

組
自
発
民
方
向
に
い
か
な
る
ぷ
践
を
一
不
し
亡
い
る
か
か
鋭

う
と
以
ト
の
如
く
で
あ
る
υ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
活
動
よ
り
も
、
マ
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
ア
イ
デ
ア
が
意
識
さ
れ
、
定
説
」
り
も
考
え
方
(
の

OEO-)

が
直
視
さ
れ
る
も
」
と
J

マ
1
ケ
テ
f
ン
ク
が
ビ
ジ
ネ
ス
活
助
や
経
済
的
過

程
と
し

γ
拙
か
れ
る
よ
り
も
‘
社
会
的
柏
市
凶
や
集
問
ノ
打
到
の
よ
う
な
社
会

的
制
民
、
と
し
て
捌
か
れ
る
こ
と
ω

各
凶
と
の
比
収
研
究
が
進
め
ら
れ
る
べ

き
こ
と
。
現
在
は
ト
ッ
プ
・

7
不
イ
ジ
メ
ン
ト
水
準
の
管
押
J

山
強
調
さ
れ

て
い
る
が
、
中
-
下
級
水
咋
で
の
問
組
と
の
両
方
の
発
肢
が
必
要
な
乙
と
D

ミ
ク
ロ
と
川
様
に
マ
グ
ロ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
発
展
も
必
染
必
こ
と
が

指
摘
さ
れ
、
回
以
降
に
マ
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
社
会
的
責
任
が
強
調
さ
れ
て
い

る
三
一
一
五
一
ペ
ー
ジ
以
下
V

J

U
引
任
。
ア
メ
リ
カ
の
発
展
助
向
を
忠

実
i
反
映
し
た
一
万
唆
で
あ
F
Q

と
ふ
ら
れ
る
。

七

む

す

乙に

最
後
に
、
本
吉
の
マ

1
ケ
テ
ィ
ソ
ク
前
史
研
究
上
の
位
置
に
つ
い
て

第
九
」
l

三
岳

ノに
仁〕

1
3
A
l
J
 

h
外
一

F
V
一

/に

ひ

言
し
て
お
こ
う
。
凡
そ
論
先
に
三
つ
の
辿
が
ち
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
理

論
の
発
炭
を
文
献
内
人
化
的
に
山
ω
矢
に
い
紺
介
要
約
す
る
「
展
望
刷
出
」
が
あ
る
。

第
二
に
、
二
九
月
白
理
論
的
制
点
を
日
し
、
過
去
の
庄
山
は
七
の
完
成
さ
れ

た
川
内
論
へ
到
達
す
る
旦
む
慌
と
し
て
位
位
ず
け
、
そ
の
時
論
仙
品
川
民
地
棋

を
山
口
在
的
に
分
析
評
仰
す
る
「
島
敵
型
一
が
あ
ゐ
ο

第
一
二
に
、
刑
判
諭
乞
そ

の
背
後
に
あ
る
照
史
的
社
日
目
的
主
催
か
ら
分
析
し
、
ぞ
の
血
論
山
一
定
の

廿
地
盤
に
規
定
さ
札
て
い
る
乙
と
金
分
析
論
証
す
る
「
基
盤
相
関
型
」
あ
る

い
は
「
規
定
型
」
が
あ
る
日

本
書
は
、
こ
の
一
一
つ
の
う
ち
、
郡
一
日
パ
ノ
ラ
マ
型
に
位
置
付
け
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
何
故
に
あ
る
山
論
か
ら
仙
の
珂
諭
に
発
医
し
た
山
、

ま
た
そ
の
発
展
を
支
配
す
る
内
的
論
迎
は
何
か
と
い
う
分
析
に
弱
い
U

特

に
、
社
会
的
ふ
盤
か
ら
の
分
析
は
、
伐
が
悶
の
研
究
水
出
、
特
に
森

F
、

荒
川
、
二
浦
、
白
話
の
諸
教
授
ん
は
ど
の
分
析
に
く
ら
べ
て
若
る
し
く
弱
い
の

し
か
し
日
本
書
の
前
日
は
、
厄
大
な
マ
ー
ク
一
ア
ィ
ン
グ
ー
又
は
を
克
山
に
渉

猟
し
、
忠
実
に
紺
介
し
た
文
献
什
在
住
に
あ
り
、
そ
の
研
究
の
主
原
性
に

あ
る
。
今
後
殺
が
凶
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
文
献
に
低
く
内
在
し
、
さ
ら

に
高
い
理
論
的
視
角
か
ら
お
こ
な
わ
れ
る
分
析
、
す
な
わ
ち
、
第
一
一
の

「パ

l
ズ
ア
イ
・
ヴ
ィ
コ

l
型
」
第
三
円
「
基
盤
担
比
担
」
を
統
合
し

た
研
究
が
進
b
b
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
川
市
刊
は
そ
の
礎
石
と
し
て
貴
重

な
価
慣
を
も
り
も
の
で
あ
る
U


